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TheKhakkharaisoneofeighteenimplementswhichareallowedbonzestocarryatalltimes.

Accordingtooldscriptures,ithadbeenusedasastickforagedorillbonzes,togetridofvermin

duringasceticexerciseinmountainsormoor,tomakeasignalofmendicantinfrontofhouses,

andsoon.Asoneofbelongingswithasceticpeople,itseemsthattheKhakkharahadbeen

usedbeforetheestablishmentofBuddhism・Itwasinthe6thcenturywhenithasbeenbrought

overintoJkpanatthesametimeasBuddhism.

WiththeprosperityofBuddhism,Khakkharahadbeenbecomeornamental,andthemeaning

ofeachornamenthadbeengivenweightinscriptures.Thismeansithadbeenchangedfrom

anpracticalimplementtoaritualone.

Khakkharahastwotypes,old-typeandnew-type.Inthemiddleofthe12thcenturywhich

wastheendofHeianperiod,new-typehadappeared.Inthispaper,I'dliketotrytochronicle

andstudytheold-typeKhakkharasoriginalformbyexaminingthear℃heologicalKhakkharas

andtheKhakkharasofNaraorHeianperiod'whicharestillkeptintemples.

I．はじめに

ここで取り上げる問題は錫杖概説や錫杖の一般

的形態の解説ではなく、対象を錫杖のうちの古式

とされているものに限定し、形態的特徴を個別に

説明したあと、分類を行い、その上で資料の編年

を試みて、形態の変化の流れを明らかにいしよう

するものである。

錫杖は杖頭・杖部・石突きの3部分から成る。

通常は3部分を別個に作り、相互に族入して一具

となるものであるが、正倉院蔵のなかの1例、日

光山輪王寺蔵伝勝道所用の1例に見るように、稀

には3部分を一体に造り出した錫杖もある。3部

分のうち長い棒である杖部と、この下端にある石

突きは、使用上の実用部分であるため、どれも似

た形になっていて、形態上の変化に乏しい。これ

に対し杖の上部に装着する杖頭は極めて変化に富

み、形態的特徴が顕著に現われている。錫杖分類

の基準としては、他の部分より格段に立ち勝って

いる。多くの場合、錫杖頭は杖部から取り外して

保管された。すなわち着脱可能な部品である。こ

れは『大安寺資財帳』に記録されている通りで、

杖頭だけは特別に取り扱われたようである。本稿

では錫杖一具のうち錫杖頭を主に述べて行くこと

になる。

錫杖のうちどのような形のものを古い形態一古

式とするかがまず区分の根本になるが、これは製

作年代にも直接関係するので、このあと具体的な
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資料によって細かく説明したい。本稿で取り扱う

資料の中心部分は栃木県日光市男体山頂遺跡の出

土品で、これらは著者が実見し実測した資料･であ

るが、その他については実見したものよりも著書

や写真等によるものの方が遥かに多い。稿中の図

もこうした文献から起こしたもので、見取り図程

度と考えて頂きたい。古式の錫杖については略稿

を学会誌に発表したことがあるが、紙数制限があっ

てほとんど意を尽くしていない。本稿は前回不十

分であった資料や文献を十分に加え、誤りを正し、

考察を新たにした。

1I.古式錫杖に関する基本的文献と資料

1文献にみる古式錫杖

錫杖は僧侶が常時携行すべき比丘十八物の一具で

あり、原名はKhakkhara(喫棄羅）で、鳴声

すなわち錫杖の発する音を擬した名称とされてい

る。義浄の『南海寄帰内法伝』巻第四の錫杖の項

の割注に「言錫杖者。蛇云喫棄羅。即是鳴声之義。

古人訳為錫者。意取錫錫作声鳴」とある。仏具の

分類では錫杖を焚音具に入れるが、喫棄羅本来の

意味からは妥当な区分であろう。室町時代に九州

の英彦山に止住した日光山の客僧阿吸房即伝は、

彼が選述したとされる『修験修要秘訣集」巻上の

「第七錫杖之事」で、錫杖の形態と各部の意義付

けを行っている。即ち錫杖の輪に掛ける遊環の数

について4は声聞の錫杖で苦集滅道の四諦、12は

縁覚の錫杖で-'一二因縁、6は菩薩の錫杖で六波羅

密を表し、円形をなす輪は無際の大虚を表し、輪

の頂部の五輪は法界の塔婆、輪の内部の3個の五

輪は実相の宝塔を表す。輪の外縁の4個の半月形

（金剛牙）は東南西北の四州を表し、六角の柄は

六道をあらわすとしている。，つまり錫杖各部に

それぞれ仏典を引用して一女の意義を説明してい

るわけであるが、実用具として発生した錫杖が当

初からこのように考えられていたかどうか、この

点はかなり疑問である。即伝の説明する錫杖の形

態は、編年の上ではかなり下降したものであって、

これは彼が自分の生きた時代の認識の範囲のなか

で、錫杖を荘厳し意義づけたものと考えるべきで

あろう。従って即伝の錫杖に関する記述は、古式

の錫杖に対する説明になっていないことを承知し

ておかなければならない。

僧侶が携行する錫杖については『四分律』巻第

五二、『十諦律』巻第五六のなかで山野の修行の

際の害虫回避、『毘尼母経』巻第五にはこのほか

に老病の僧侶のための杖、『根本説一切有部毘奈

耶雑事』巻第三四、『南海寄帰内法伝』巻第四に

は僧侶が乞食に際しての合図としてある。どの説

をとっても初現の錫杖には面倒な意義づけがなく、

僧侶の生活に必要な実用の具であったことが分か

り、杖としての単純な形からみて、上記の諸経に

あるいくつかの用途は共に果たしたものと考えて

よい。

錫杖の古い形態については『南海寄帰内法伝』

巻第四に、「西方所持錫杖。頭上唯有一股鉄捲。

可容三二寸安其錬管。長四五指。其竿用木。鹿細

随時。高与肩斉。下安鉄纂。可二寸許。其鐙或円

或偏。屈各合中間可容大指。或六或八。穿安股上。

銅鉄任情」とある。西方の錫杖は杖部が木製でひ

との肩ほどの高さがあり、上端に直径2，3寸の

鉄製の輪をつけ、この輪に、銅か鉄でできた親指

が入るほどの大きさの遊環を6個か8個下げる。

遊環の形は円形か楕円形である。杖部の下端に幅

2寸ほどの鉄帯がつけてある、という大意である。

ここに述べられている錫杖は上記諸経にある錫杖

に符合する実用の具であり、しかも簡素な造りで

あったことが分かる。この饗は中国僧の義浄がイ

ンドからの帰途の見聞をまとめた記録で、7．世紀

末に選述された。古い錫杖を知るための好史料で

ある。

同様のことは『根本説一切有部毘名耶雑事』巻
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第三四に「仏言。不応打門可作錫杖。芯劉不解。

仏言。杖頭安鐙円如蓋口。安小鎮子揺動作声而為

警覚」とあり、錫杖頭の造りは輪と遊環の組み合

わせからなる簡単なものであった。LeGoqの

『DiebuddhistisheSpatantikeinMittelAsien』

fig.12の図の僧が手にする錫杖の造りは、杖頭部

が金属の棒に輪をつけただけのもので、これに小

環が6個つけてある簡素なものである。2この図

は中央アジア新弱省ウイグル自治区で、20世紀初

頭にドイツの探検隊の手で発見された壁画の一部

であり、6～7世紀頃のものとされている。年代

的に義浄の見聞を裏書きするような資料であって、

この頃までこうした簡素な錫杖が使用されていた

点に注意を向けておきたい。元来仏徒の実用携行

具であった錫杖は、仏教の蔓延発展とともに用具

に対する意義づけがなされるようになり、杖頭の

荘厳が始まり、形態の複雑化・多様化が始まるよ

うである。

我が国に錫杖がもたらされたのは仏教の渡来と

同じ頃と考えられており、錫杖経も同時に伝来し

たとされている。この錫杖経は『九条錫杖』であっ

たという。『九条錫杖』には錫杖を持す効用が述

べられているが、錫杖の形態に触れた部分はない。

効用については三宝を供養し、六波羅密を修め、

その音は僻怠・破戒・不信など様々の悪をなす者

たちを浄心に立ち返らせ、外道・鬼神・毒獣・害

虫など人に害を及ぼすものも菩提心を発し、十方

世界の餓鬼・畜生・受苦の衆生も直ちに解脱する

と述べてあるが、錫杖の形や杖頭部の荘厳には触

れるところが全くない。『九条錫杖』は錫杖賛歌

といった性質のもので、錫杖の形を説明している

わけではない。

錫杖経でも『得道梯橿錫杖経』には即伝の選述

に似た形態上の意義づけがみられる。名称につい

て「是錫杖者。名為智杖。亦名徳杖。彰顕聖智故◎

名智杖。行功徳本故日徳杖」とあって、錫杖が智

杖または徳杖と呼ばれていたことを明らかにして

いる。さらに「是杖有三扇。見三扇重。則念三塗

苦悩。則修戒定慧。念三災老病死」、「復有四鈷

者。用断四生。念四諦。修四等。入四禅。浄四空」、

「通中高五。用断五道苦悩輪廻。修五根。具五力」

と錫杖の特質を述べ、杖頭の輪に装着された遊環

について「十二環者。用念十二因縁」、輪の外縁

の鈷（金剛牙）について「有杖是同。若用不同。

或有四鈷｡或有二鈷・環数無別。但我今日四鈷十

二環用是之数。二鈷者迦葉如来之所制立」とある。

この経典には錫杖を持する際の意義や規定とし

て「持錫杖威儀法」があり、「有二十五事。持錫

杖十事法」と25の項目が記されている。これには

「錫杖四鈷応四諦。環応十二因縁。中召明中道義。

上頭応須弥頂。第二応須弥山。中央木応於空。下

錯応須弥」という根本的な考え方があり、錫杖頭

から石突きに至るまでのいちいちについて、各部

の意義づけを行ったものである。錫杖の取り扱い

については『又持錫杖法』があり、「錫杖有二十

五事威儀」としてこれも25項目を立て、細かい作

法を説いている。3

錫杖は仏教渡来と時を同じくして将来されたと

されるが、仏教の渡来は公伝であれ私伝であれ6

世紀代のことになるので、これを確かめる文献や

資料は今のところみつかっていない。7世紀代で

は、法隆寺の玉虫厨子の背面に描かれた錫杖の図

が唯一のものであるo8世紀になると錫杖に関す

る記録がやや増加する。現存の資料として正倉院

に3例、法隆寺に2例の錫杖があるほか、大寺の

資財帳に錫杖の記録が散見している。

『大安寺伽藍縁起並流記資財帳』に「合錫杖建

枝、二枚白銅頭、二枚銅頭、中一枚無茎、並物」

となあり、‘『法隆寺伽藍縁起並流記資財帳』に

「合錫杖二枝、弥勅仏分壱枝、長五尺一寸五分、

観世音菩薩分壱枝、長五尺九寸八分」s，『筑紫

観世音寺資財帳』に「錫杖参柄、同前帳云、見在

二柄之中、一柄之中、一柄全、一柄折者、今検巳

見在、但一柄無」とあって‘、この頃の南都や太
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宰府の大寺には、錫杖が寺の備品として保存され

ていた様子が分かる。奈良時代の大寺では、法会

に相当数の錫杖衆が参加していたようである。

『東大寺要録』の「供養章開眼供養会」の項には

「錫杖二百人」、「供養章之余御頭供養会」の項

には「一打、錫杖衆、登自舞台、諦錫杖文、登降

之間、奏高麗楽」とあって、多人数の錫杖衆が錫

杖を鳴らして諦経する様子をうかがうことができ

る7。また同時に、こうした錫杖の使用法は、古

い経典には見られないものである点も、合わせて

考えておかなければならない。

錫杖に関するいくかつの仏典や文献を一瞥した

意味は、この仏具が本来は音を発する杖として僧

侶が携行する実用の道具であり、音を出す仕掛け

は金属の輪と環の単純な組み合わせである、とい

うことの確認であった。単純から複雑へという道

具に通有した性質が錫杖にも認められるわけで、

時代の下降に従って形態、特に錫杖頭が複雑に造

形されるようになり、この意義づけに新しい仏典

が選述された。

我が国に将来された錫杖は大陸の影響を受けな

がら形態の変化を重ね、近世になると諸寺の蔵品

に見られる巨大な錫杖頭の出現になる。一抱えも

ある真鋪製の頭部は、寸法と重駐の点で杖頭に装

着できるものではなく、壇上に設置して声明に合

わせる音響具である。この仏具は錫杖本来の意義

からまったく逸脱し、機能も異なる。巨大錫杖と

裏腹になる錫杖に手錫杖がある。杖頭部は通常の

錫杖頭と同じかやや小ぶりであるが、杖部が極端

に短く、杖というより柄と呼ぶべき寸法で、手に

持ち、振って音を出す道具である。焚唄や読経の

拍子をとるために用いられ、修経道で多様されて

いることは周知の通りである。手錫杖は我が国独

自のものとされるが、杖としての機能は果たすこ

とができず、本来の意義を逸脱したものである。

本稿ではこの種の錫杖は取り上げない。

2錫杖の基本資料

1）錫杖頭各部の名称（挿図1）
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挿図1錫杖頭各部の名称

錫杖の各部分については、論者によって呼び方

が違っている。それぞれ典拠があり、また慣行に

従った場合もあるが、本稿では錫杖の研究者であ

り戦前の資料を集成した香取秀真氏の使用用語を

基準とし、語を若干補足して使用していきたい。

挿図1は栃木県日光市日光山輪王寺蔵の正応元年

（1288）銘錫杖頭である。銅製で高さが28.8cm，

柄の下部に日光山女体権現へ奉納した施入銘と年

記が針書きしてある。この錫杖頭はあとに述べる

古式のものではないが、全体的な把握はこれで十

分であることと、新旧の区別に触れる際に必要な

部位があるので、この図を参考にしながら各部の

名称を述べてゆく。

Cヂ
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錫杖頭は装飾・荘厳の部分を取り除くと極めて

簡単な構造の道具で、基本的には細長い真っ直ぐ

な金属の棒に、これも金属の棒を曲げた輪を接着

させ、輪に左右同数の小さい環を吊り下げたもの

に過ぎない。この単純な形がさきに述べた西域の

洞窟壁画の図で、古い経典にある喫棄羅と考えて

よい。挿図1の中で図の中心をなしている棒が

「柄」、棒の外側にある円形が「輪」、輪が内側

にまくれ柄に沿って反転した部分が「蕨手形」、

この蕨手形がさらに反転して輪の内側に円形を造

る場合は、外側の輪は外輪、内側の輪は内輪と呼

ぶ。外側の輪の外縁には、普通上下左右の対称位

に1個ずつ合計4個の三日月形突起がつく。突起

の位匿は密教の教義によって四天王を表すとされ、

「四王座」と呼ばれている。ここに付けられた突

起を「金剛牙」という。図では金剛牙が4個で通

常の配置であるが、稀には6個配置されたものが

ある。この場合には上位の4個が四天王、下位の

2個が焚天と帝釈天を表すとされている。

輪の形は円形を基調とするが、宝珠形ないし心

葉形をなすものがある。輪の途中が2個所か4個

所、対称位にくびれている場合がある。これを

「括れ」と呼び、多くはここに金剛牙が付けられ

ている。輪には鉄製か銅製の「遊環」が付けられ

る。環には大小があるが、どちらにしても振動に

よって音を発する為のもので、柄を挟んで左右同

数に下げるのが原則である。環の数は4．6．12

に分かれ、4環は声聞杖、6環は菩薩杖、12環は

縁覚杖とされている。出土品の中には左右で数の

異なるものがあるが、当初からこのように装着し

たものか、土中にあって腐朽し欠落したものであ

るかは判断できないし、環の多少で時代の判別は

できない。

柄の部分は輪の中に突き出した「上部」、柄と

輪の下部との接点になる「付着部」、杖の上端に

連なる「下部」の3区分になる。「下部」は柄に

対する装着の仕方で形が異なる。槍や剣の茎のよ

うに杖の木部の中に挿入するものを「挿入形」、

鉾のように下部が袋状になっていて杖を差し込む

ものを「袋穂形」と区分する。錫杖は身長に近い

長大なものが普通であるが、前に述べた手錫杖は

杖部が著しく短く、一般に錫杖頭の造りが華著で

ある。挿図1の輪王寺蔵錫杖頭はこの手錫杖であ

る。図のものは4個の括りがある。括りのある錫

杖頭のすべてが手錫杖ではないが、後世に手錫杖

の多いことは事実で、これは諸寺の現蔵品に数多

く見られる。我が国における括りのある錫杖の初

出は、静岡県の鉄舟寺蔵康治元年銘（1142）錫杖

で、錫杖に年記を刻むのもこれが初出である。古

式錫杖のうち、平安時代初期に空海の手で唐から

将来されたとされる香川県善通寺蔵の錫杖頭は、

高さが27.0cm，金銅製の美麗な造りで、3条の隆

帯を表した輪は左右2個所がくびれ、輪頂が開い

て火炎に囲まれた宝珠が付く。輪内には阿弥陀三

尊と四天王が配される特異な作品である。これに

似た錫杖はSteinの『Serindia』所収の敦埋壁画

にあり、五代から宋の頃のものといわれる。sど

ちらも大陸の形制によって造形された作品で、影

響を受けたとはいえ、我が国の錫杖とは趣を異に

している｡善通寺蔵錫杖頭は将来品として除外す

ると、輪の括りの有無が古式と新式を区分する形

態上の目安になり、鉄舟寺蔵品を新式の基準にし

て、本稿ではこれ以前の括りのない錫杖を取り扱

うことになる。またこの錫杖の年記を勘案して、

12世紀中葉が対象年代の下限になる。

2）年代の基準になる古式錫杖

前項で述べた康治元年銘錫杖が年記を持つ最古

の錫杖である。これ以前には、伝世品にも出土品

にも年記を刻む錫杖は無い。従って製作年代の新

旧は形態の変化によって推量しなければならない

が、年代の基準になるような古式錫杖が全くない

わけではない。そのひとつが日光山輪王寺蔵の伝
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挿図2 1．2伝勝道所用錫杖3～5正倉院蔵錫杖（2～5縮尺不同）

は偽撰の批判があるが、醍醐寺本の詳細な検討か

ら平安時代初期の成立が立証されていて、勝道の

事蹟の年記もほぼ間違いないものと考えられてい

る。勝道の男体山登頂の試みは神護景雲元年（76

7）と天応元年（781）の2回で、これは失敗に帰

し、天応2年に3回目を試みて成功したとある。

登頂後中腹の中禅寺湖畔に神宮寺を建立して止住

し、のちに湖北に移り、延歴年間上野国講師に補

任された。没年は弘仁5年（814）頃とされてい

る。彼が日光山に止住した期間は神護景雲元年か

ら延歴13年（794）を若干過ぎた頃までであり、

その後は講師として上野国分寺に止住するように

勝道上人所用の錫杖、他は正倉院蔵の錫杖である。

このほかにも何点か挙げられるが、古式の基準と

して上記のものを瞥見してみようと思う。

①伝勝道所用錫杖（挿図2－1．2）

勝道は奈良時代末から平安時代初期の頃に活躍

した下野国芳賀郡出身の山林仏徒で、男体山に初

めて登頂し、日光山を開山した。奈良時代にしば

しば文献に現れる山林修行者のひとりである。彼

の名は正史には見えないが、空海撰文の「沙門勝

道歴山水筆玄珠碑仔序」（『遍照発揮性霊集』第

二所収）に勝道の事蹟が詳しく述べてある。碑文
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なったと思われる。大同2年（807）に下野国司

の要請により男体山頂で祈雨の修法を行ったが、

これが彼と日光山を結んだ最後の記事になる。，

8世紀後半から9世紀初頭、即ち奈良時代末から

平安時代初めが、彼が日光山と縁のあった年代で

ある。図示した錫杖は勝道所用として長く輪王寺

に伝世したもので、言うまでもなくこの旨の銘や

年記は刻まれていないが、研究者の多くから勝道

所用の蓋然性は肯定されている。本稿でもこれに

倣い、上記の年代観を与えて基本資料にした。

挿図2－1の錫杖は全体が鉄の鍛造品で、杖頭

から石突きまで完存する。総高が149.2cm，杖頭

と杖部の間と、杖部の中間には幅1.8cmの環状の

節がある。2－2図は錫杖頭のみ示したもので、

これも鉄製の6個の遊環は図から外してある。輪

の横径は12.4cm，最大径が下方に下がった心葉形

をなし、断面形が菱形で、柄との付着部から反転

して鋭い蕨手形を造る。輪項と輪内の柄の頂部に、

先端に塔形を載せる宝瓶形が造り出されている。

装飾が全くない簡素な造りで、鉄製である事とと

もに、このあと触れる男体山頂遺跡出土の錫杖頭

に通ずる形態をもっている。,。

②正倉院蔵錫杖(挿図2－3．4．5),，

古代文物の規範とされている正倉院の蔵品に3

点の錫杖がある。いずれも杖頭から石突きまで完

存しているが、図では錫杖頭だけ示した。挿図2

－3は伝勝道所用錫杖に酷似した作品で、総高が

161.2cm、杖頭部の高さ20cm、全体が鉄の鍛造で

ある。杖部には環状の節があり、下端に石突きが

付けてある。錫杖頭の輪は角棒を曲げたもので、

最大径が下方に下がる心葉形をなしている。輪頂

は輪が接合されて尖り、塔形が削り出されている◎

輪は付着部で反転するが蕨手形とならず、先端が

巻き込まれて双円形をなしている。輪内の柄は方

柱となり、上部が尖る。この部分には細い横線が

刻まれていて、輪頂と同じような塔形を表現して

いる。柄は下方の向けて太くなるが、装飾はない。

挿図2－4は総高が165.5cm，杖頭部は白銅製、

杖部は鉄鍛造製である。錫杖頭の高さが33cm、輪

は最大径がほぼ中央にある心葉形で、頂部は尖ら

ず、柄との付着部で反転して蕨手形を造る。輪の

断面形は菱形、外縁のほぼ中央の対称位置に鋭い

金剛牙がつき、この上方に対称位の水瓶形を配す

る。輪頂に金剛牙を置き、この上に水瓶形とその

前に小仏像を配する。仏手は右手が施無畏印、左

手が触地印、像高は水瓶の約半分の高さがある。

輪内の左右蕨手形の上には輪頂よりやや小ぶりの

水瓶を置き、柄の上部は相輪形に造る。遊環は左

右3個ずつの合計6個であるが、うち3個は後補

とされている。杖部には上下2個所に環状の節を

付ける。

挿図2－5は総高が174.8cm，杖頭部は白銅製

で高さが21.1cm、杖部は鉄鍛造製である。杖頭部

の輪は最大径がほぼ中央にある宝珠形をなし、頂

部は尖ってこの上にインド風の小塔形を載せる。

輪を蔓草で飾るが、葉の節の一は四王座に相当す

る部分である。輪と帯環が交互に重なる複雑な造

りである。この錫杖は渡来品の可能性が説かれて

いる。

以上3点のうち伝勝道所用品によく似た挿図2

－3の錫杖は、出土品との対比のうえで特に注意

しておきたい資料である。

3）錫杖の遍年基準

錫杖の編年については個々の蔵品や出土品につ

いて年代観を示した考察はあるが、資料総体を網

羅した論考は極めて少ない。本稿では参照する文

献としてやや古くはあるが、戦前の資料をほとん

ど網羅した香取秀真氏の労作『仏具・錫杖』を取

り上げ、大要を以下のようにまとめておくことに

する。12

1＞輪が円形ないし尖円形（宝珠形・心葉
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形）のものは、奈良時代から平安時代初

期に属する。

2＞括りのある輪は平安時代末期から鎌倉

時代以降に属する。

3＞古式の錫杖は輪内の柄の先端に瓶形を

置くことがあるが、多くは塔形を置き、

左右の蕨手形の上に瓶形を臆く。室町時

代中期からは、左右が塔形に変化した。

4＞古式の錫杖には、輪頂に宝珠形か瓶形

を置いたものが多い。

5＞4＞より古いものに、竜門や玉虫厨子

の絵に見るような無装飾に近い錫杖があ

る。

6＞輪の外側に金剛牙を硬くが、ここは節

や雲形になることがある。日月形を置く

のは、平安時代末期から鎌倉時代以降と

思われる。

7＞柄の下部の袋部差し口が大きくなるの

は、概して鎌倉時代以降である。

本稿では香取氏が取り扱われた資料よりも更に

古く、また戦後の発掘調査で得られた多量の出土

品を資料とするため、同氏が立てられた基準だけ

では不十分であるので、以上を参考にしながら、

形態の細分を行って行く。

出土年次

大正13年

昭和34年

その他

材料別・鉄

0

20

0

銅
１
Ｍ
２

合計

1

34

2

総計37

第1表

このほかに男体山開山の勝道を開基とする日光

山輪王寺に、伝勝道所用錫杖とは別に2例の錫杖

頭が保存されている。形態や古色の点で男体山頂

遺跡出土のものと考えてよいが、残念なことに山

頂出土の確証が無い。これらは輪王寺蔵の錫杖頭

として、別個に取り扱うことにする。

昭和34年出土の34例については、報告書『日光

男体山』のなかで、三宅敏之氏が以下のような4

型式の分類を行っている。1s

第1型式輪は宝珠形か心葉形、柄の先端が輪

の外に突き出し、突き出した部分に宝

珠形の刻み目を入れる。

第2型式輪が空との接着部で反転して蕨手形

をなすもので、出土品の大部分がこの

型式に入る。柄の先端が輪の外に突き

出すものがある。

第3型式輪が柄に対して双輪になり、上下2

個所の付着部のうち上の付着部から下

に向かって蕨手形が下りるものである。

第4型式輪が内側と外側の二重になったもの

である。

この分類で大要は尽くせるが、他例との対比に

はさらに細部の仕分けが必要であるため、区分を

新たにし、先述した香取秀真氏の基準を勘案して、

出土品37例に対する分類を次のように行ってみた。

Ill．各地の資料

1男体山頂遺跡出土の錫杖頭

栃木県日光市の男体山頂に祭祁に関係する山頂

遺跡があり、大正13年と昭和34年の発掘調査で大

量の遺物が出土した。この中に数多くの錫杖頭が

含まれていて、従来の知見にはなかったものが存

在している。発掘調査のあとも土砂の流失で遺物

が発見されており、錫杖頭も出ている。これらを

含めて現在までの全量を表示すると第1表のよう

になる。

鉄棒に輪を着けただけの簡単な形態。

棒の先端は突き抜けている。蕨手形

は無い。

輪と柄の関係は第1類と同じで、柄

第1類

第2類
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の先端は輪を突き抜けている。蕨手

形を有する。

柄の下部は挿入形。

柄の下部は袋穂形。

輪の取り付け方が上下逆になり、

蕨手形も逆方向になる。

柄の先端が輪の中にある。先端が付

着する場合と、輪から離れる場合と

がある。蕨手形を有する。

柄の下部が挿入形。

柄の下部が袋穂形。

柄の下部が袋穂形。輪に金剛牙、

蕨手形に塔形・宝瓶形がつく。

柄の下部が袋穂形。輪に金剛牙、

蕨手形にも金剛牙がつく。

柄の下部が袋穂形。輪に飛雲形が

つく。

柄の下部が袋穂形。輪と蕨手形に

尊像・僧形がつく。

輪が大小にかかわらず二重になる。

柄の下部が挿入形。二重輪になる。

柄の下部が袋穂形。二重輪になる。

柄の下部が袋穂形。内輪が双輪に

なる。

欠落した塔形である。この錫杖頭には復元直径6

mの鉄環12個が付随している。

第2類a(挿図3-3)

柄の先端と下部が欠落している。現存高13cm，

鉄製である。断面が矩形の鉄棒に、断面菱形の輪

を付けた簡素な造りで、蕨手形が大きい。柄下部

が欠けているが、断面をみると挿入形である。

第2類b(挿図3－4．5）

4柄の上端下端と輪の一部が欠落している。

現存高19.8cm，鉄製である。柄の上部は断面が矩

形、下部は円形で袋穂形になっている。輪の断面

は矩形、最大幅が下方にある心葉形をなし、左右

が別体で両側から柄に付着している。一部に欠落

が認められる柄の先端部には、塔形が刻まれてい

るが、崩れて不明瞭である。蕨手形は大きく反転

している。造りは簡素で、直径約5cmの鉄環が5

個付随している。

5輪の半分が欠落している。現存高17cm，鉄

製である。柄の上部が輪から著しく上に伸び、次

第に細くなって上端に球形がつく。球形は恐らく

宝珠形であろう。柄の下部は円形の袋穂形で、下

端が返って玉縁をなしている。輪の断面は菱形、

左右が別体に造られ、4条の太めの鉄線により、

蕨手形の部分で柄に固縛されている。蕨手形の返

りは普通で、先端が尖る。

第2類c(挿図3-6)

柄の上下と片方の輪の一部が欠落している。現

存高18.6cm、鉄製である。柄の上方は断面が矩形、

下方は円形で中空、先端に向かって細くなり、輪

の外に突き出す。輪は左右別体で片方が大きく、

不整楕円形の輪形は均斉でない。通常の輪とは逆

に下方から出て上方で鉄環により固縛され、反転

して蕨手形を造るが、蕨手形は巻き込まれて小さ

い楕円形となっている。蕨手形の方向も通常とは

逆になっている。遊環は12個付随している。

第3類a(挿図3－7～10)

7柄の先端が輪の中にある形態で、蕨手形を

ａ
利
、

C

第3種

ａ
、
ｂ

C

．

e

f

第4類

ａ
、
ｂ

C

第1類（挿図3－1．2）“

1先端が僅かに欠落している。現存高39.2cm，

鉄製である。断面が矩形の鉄棒に宝珠形の輪を付

けた簡素な造りの錫杖頭で、輪の下部は柄の面に

付着し、上部は両側から柄の側面に付着し、その

まま伸びて柄の上端とともに輪頂を形成している。

頂部には4条の刻線をめぐらし塔形を表している。

柄の下端には段があって、柄と茎を区分している。

2先端と輪の約半分が欠落し、柄の過半が欠

けている。現存高24.4cm、鉄製である。輪と柄の

接合は1と同じで、輪の最大径がやや上になって

いるほかは、形も似ている。先端の2条の刻線は、
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挿図3 各地錫杖頭 8～10,12～20,23～25『日光男体山』より引用（縮尺不同）
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有し、柄の下端は挿入形である。完形で総高が19.

7cm、鉄製で装飾が無く、造りが明快単純である。

柄の上部の断面は円形、下部は方形、輪は同体の

造りで心葉形をなし、断面は方形、輪頂に5段の

塔形を刻む。

8完形に近く、現存高25cm，鉄製である。柄

の断面は円形、下部は挿入形、上端に6段の塔形

を刻む。輪は左右別体の造りで上部で合わさり、

心葉形をなす。蕨手形は反りが大きく、左右均斉

でない。遊環2個が付随している。

9柄の下半部が欠落している。現存高11.8cm，

鉄製である。柄の断面は円形、先端に2段の塔形

を刻む。輪の断面は楕円形、造りが細く、最大幅

がやや上にくる宝珠形をなし、輪頂は短く細く尖っ

ている。蕨手形の開きが大きい。全体に華著な造

りである。

10輪も柄も欠落が目立つ。現存高27.9cm、鉄

製である。柄の断面は矩形、下方が太くなる。上

端が欠落しているが、柄が輪内に留まることは確

実である。輪の断面が長方形で、全体が平たい環

状となり、円形に近い宝珠形をしている。輪頂は

尖るが、先端が欠けているため、この造りは不明

である。蕨手形もほとんど欠落しているため、や

はり造りが分からない。遊環1個が付随している。

第3類b(挿図3-11～20)

11輪頂の先端がすこし欠けただけで、完形に

近い。現存高19.5cm，鉄製で遺存の状態はかなり

良い。輪は宝珠形で、断面方形の輪頂に5段の塔

形が刻んである。柄は短く、下に向かって急に太

くなり、下部は断面円形の袋穂形に造る◎柄の先

端に同じく5段の塔形を刻む。蕨手形は小さく、

先端の造りは鈍い。

12輪頂が少し欠けただけで、完形に近い。現

存高15cm、鉄製である。輪の断面は方形、ややゆ

がんだ宝珠形で、輪頂は尖るようである。柄の断

面は円形、先端の刻みは判然としない。下部は袋

穂形である。蕨手形は左右不均斉で、柄との付着

部に幅約1cmの縛があり、輪と柄を固縛している。

環は残片が残っている。

13現存高21cm、鉄製である。輪頂と柄の下端

が崩れている。輪の断面は平たい矩形で、最大径

が下がった位侭にある心葉形をなし、輪頂で接合

する。柄の上部の断面は矩形、下部は袋穂形であ

る。先端は尖り、刻みはみられない。蕨手形は付

着部が長く、反転が大きく、先端が尖る。遊環6

個が付随している。

14輪内の部位に欠落が多い。現存高24.7cm、

鉄製である。輪の断面は矩形、ややゆがんだ宝珠

形をなし、輪頂は短く尖っている。柄は断面が円

形、上部は欠落して形が不明、下部は細い袋穂形

である。蕨手形は付着部が長く、反転が小さい。

輪の形からみて、柄の先端は輪の中にあると考え

てよい。

15欠落部分が多い。現存高23cm、鉄製である。

輪の断面は矩形、下がすぼまった宝珠形をなし、

輪頂は短く尖り、刻みはみられない。輪の下方に

括りに似た凹みがあるが、外圧や腐食による変形

である。柄の上部の断面は平たい矩形、下部は袋

穂形である。先端は尖り、刻みはない。蕨手形は

形が不明、付着部はかなり長い。

16蕨手形が欠けている。現存高16.2cm，鉄製

である。輪の断面は平たい矩形、最大幅が中央付

近になる宝珠形である。左右別体で輪頂で合わせ

る。輪頂は短く、刻みはない。柄の上部の断面は

矩形、下部は断面が楕円形の袋穂形である。柄は

先端に向かって細くなり、輪内にとどまる。先端

に刻みはない。

17欠落・損傷が著しい。現存高15.8cm，鉄製

である。輪の断面は方形に近い矩形で、心葉形を

なすとみられる。柄の上部の断面は矩形、下部は

円形の袋穂形である。上に向かって細くなる。蕨

手形の形は不明確であるが、反転は大き目のよう

である。付着部は長い。柄の先端が輪の外に出る

か輪内にとどまるか判然としないが、13に似た形
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態とみて、一応第3類bに区分しておく。

18柄の下部が長く、輪を含む上部がかなり損

傷変形している。現存高22.8cm、鉄製品である。

輪の断面は矩形、心葉形をなすようである。輪頂

の形は不明である。柄の上部の断面矩形、下部は

円形の袋穂形である。蕨手形の形は不明確である

が、在存部の様子からみて先端は横に伸びるよう

である。輪と柄の先端の関係が17と同じように判

然としないが、一応第3類bに区分し検討を重ね

たい。

19現存高15.2cm，鉄製である。輪の断面は不

整円形、平たい宝珠形である。輪頂は細長く、先

端が欠ける。この部分の刻みは不明。柄の上部の

断面は矩形、下部は円形の袋穂形である。蕨手形

は反転が大きく、ほとんど円形に近くなる。付着

部は長い。

20現存高15.3cm，鉄製である。柄の先端が輪

に食い込んでいるが、この部分の造りからみて、

輪のゆがみとみてよい。輪の断面は矩形、最大径

がやや下がった心葉形をなす。輪頂が欠落してい

る。柄の上部の断面は円形、下部は円形の袋穂形

である。先端に5段の塔形を刻む。蕨手形は左右

に広がる形であり、付着部は長い。遊環6個が付

随している。

第3類c(挿図3-21～25、挿図4-26)

第3類cからfまでは基本的形態が同じである

が、錫杖頭を荘厳する装飾が各種付加されるもの

で、鋳型を用いて造形した銅製品が主体になる。

21総高17.3cm、銅製である。輪の断面は鋭い

菱形で、匙面をなしている。最大幅がほぼ中央に

なる宝珠形で、外縁の対称位の四王座に金剛牙が

つく。上の2個が大きく、下の2個が小さい。金

剛牙の上面は匙面をなし、輪頂に宝瓶形を置く。

柄は輪との付着部から上の断面が菱形になり、稜

が立つ。蕨手形から上の部分は稜の突出によって

塔形を表し、上端は輪の内縁に接続する。柄の下

部は2条一組の細い環帯が3箇所にめぐり、この

部分が袋穂形になっている。蕨手形は付着部の中

央に2条の稜の立つ隆帯をまわし、反転した蕨手

の上縁に宝瓶形を置いている。

22図示の通り柄の軸線がゆがんでいる。総高

14.8cm、銅製で鋳上りが良くない。輪の断面は平

たい菱形で、宝珠形をなしている。四王座に金剛

牙を配する。金剛牙は上の2個が小さく、下の2

個は大きい。輪頂に宝瓶形を侭く。柄の上部は塔

形、下部は竹管形になり、沈刻線3条で節を表し

ている。袋穂形で、下端はやや張り出す。蕨手形

は鋭く反転し、上縁に宝瓶形を置いている。

23総高16cm，銅製である。輪の断面は鋭い菱

形で宝珠形をなしている。四王座に金剛牙を配す

る。金剛牙は上の2個が小さく、下の2個は大き

い。輪頂に宝瓶形を置く。柄は断面が円形、上部

下部とも竹管形に造られている。柄の上端は輪の

内側に接し、下部は袋穂形である。蕨手形に宝瓶

形を置く。全体が鋭さを欠く造りである。

24総高17.1cm、銅製である。輪の断面は一方

が尖る菱形、最大幅が下がった心葉形をなし、四

王座に金剛牙を配する。金剛牙の造りが退化して

いて、低く鈍い。上の2個が小さく、下の2個は

大きいのは上例と同じである。輪頂に座を付した

宝瓶形を置く。柄は断面が円形、上部は宝塔形を

なし、下部は2条と1条の隆線でくくる。袋穂形

である。蕨手形は付着部の中央を2条の縛でくく

り、上縁に宝瓶形を置くが、一方は欠落している。

25ずんぐりした鋭い造りの錫杖頭である。総

高15.5cm、銅製である。輪の断面は円形で、宝珠

形をなしている。四王座に退化した低い金剛牙を

置く。輪頂に置かれた突起は、合子形か塔形か判

然としない。柄の断面は円形、上部は塔形と思わ

れるが半分が欠落している。下部は2条の隆線で

くくる。袋穂形で、杖部の木質が残っている。蕨

手形の付着部の中央に細い条線3本を描き、くく

りの痕跡を示している。上線に崩れた塔形を置く

が、1個は大部分が欠落している。
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26総高15cm，銅製である。輪の断面は平たい

菱形で、ゆがんだ宝珠形をなしている。四王座に

退化した低い金剛牙を置く。輪項に塔とも瓶とも

つかない、崩れた突起を置く。柄の断面は円形、

先端に塔形を置くが、先が欠落している。下部に

は上下2条、中央1条の隆帯がめぐる。袋穂形で

ある。蕨手形の付着部に崩れた縛があり、鋳流れ

のある蕨手は渦巻き状になっている。上縁に崩れ

た塔形を置くが、1個は上端が欠落している。

第3類d(挿図4-27)

27総高15.6cm，銅製である。輪の断面は鋭い

菱形で、宝珠形をなしている。四王座に退化した

低い金剛牙を置く。輪頂に宝瓶形を侭く。柄の断

面は円形、上部は塔形に造り、下部は棒状で下端

に隆帯をつける。袋穂形である。蕨手形の付着部

に1条の縛をめぐらし、蕨手の上に金剛牙を置く。

この部分が通常のものと異なる。

第3類e(挿図4-28～31)

28輪に飛雲形を置く錫杖頭である。総高15.4

an､銅製である。輪の断面は稜がたつが少を崩れ

た不整菱形、全体は最大径がやや下がった宝珠形

をなしている。四王座に退化した飛雲形を配し、

輪頂に宝瓶形を置く。柄の断面は円形で上部は大

部分が欠落、下部は竹管形に造られている。袋穂

形である。蕨手形の付着部に2条の隆線でくくっ

た蓮弁がつき、蕨手の上縁に著しく退化した飛雲

形を置く。

29総高14.6cm、銅製である。輪の断面は崩れ

た不整菱形、全体は宝珠形をなしている。四王座

は上2個が退化した飛雲形、下2個がこれも退化

した金剛牙になっている。輪頂に宝瓶形を置く。

柄は断面形が円形、輪との付着部には2条の縛を

めぐらし、上は基部のみで、塔形と思われるもの

の大部分が欠落している。下部には2条の隆帯が

あり、袋穂形である。蕨手形の先端は鋭いが、蕨

手上縁に置かれた飛雲形は著しく退化して塊状に

なっている。

30欠落が多くゆがんでいる。現存高10.8cm、

銅製である。輪の断面は菱形、全体は宝珠形をな

し、輪頂に座をつけた宝瓶形を置く。四王座に少々

退化した飛雲形を配する。柄の上部の断面は円形、

細長い層塔形を置くが、芯から外れてゆがんでい

る。柄の下部は欠落している。蕨手形は付着部に

3条の縛をめぐらし、片方のみ残存している蕨手

の上縁に金剛牙を置き、さらに牙の柄寄りのはし

に宝瓶形が立ててある。

31柄の下部に欠損があるが、ほぼ完形である。

総高16.2cm，銅製である。輪の断面は不整菱形、

全体は宝珠形をなし、輪頂に宝珠形を置く。四王

座の位置は上方に偏し、著しく崩れた飛雲形が配

されている。柄の断面は円形、上端は層塔形、下

部は2箇所に2条一組の条線をめぐらし、下縁は

玉縁になっている。蕨手形は、付着部の基部に2

条の縛をめぐらす。蕨手は上下2段に分かれ、下

方は下に向かって渦巻き状に巻き、上方は両端が

牙状に突き出し、この上に塊状の突起をつける。

牙状のものは上例で見たように、蕨手の上縁につ

けられた金剛牙が左右一体になった形とも考えら

れ、この上の塊状突起は前例3Oのように、金剛牙

と組む退化した塔形とみなすことができるかもし

れない。

第3類f(挿図4-32)

32壮厳が著しい特殊な錫杖頭であるが、尊像・

僧形・牙などの付随物を取り除くと、基本的には

この類に入る作品である。総高18.7cm，銅製であ

る。輪の断面は鋭い菱形で、全体は宝珠形、外縁

の四王座の位侭に、両面から見る僧形を配し、こ

の下方の2座すなわち覚天・帝釈天の座に二股に

分れた金剛牙をつけ、さらに牙の上に碑伝に似た

塔形を置く。輪頂に相輪をつけた六面塔を載せる。

柄の断面は円形、輪に接した上部に両面から見る

如来像1躯（片面からみた場合）を置き、この左

右に、これも両面から見る天部像を1躯ずつ蕨手

上縁に配置する。柄の下部には条線と沈刻の装飾
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が施され、輪との付着部に2条の隆線で掘した花

弁状の装飾がある。輪や蕨手形には、随所に魚子

と細線の装飾が施されている。

第4類a(挿図4-33)

33内輪を有するものである。総高22cm、鉄製

である。輪の断面は鋭い菱形、外輪と内輪の輪頂

にそれぞれ宝瓶形を置き、内輪の下方の対称位置

に鋭い金剛牙をつける。柄の断面は円形、全体が

棒状で、先端に宝瓶形をつけ、下部は挿入形であ

る。遊環が4個付随している。頂部の宝瓶形は3

個は縦に並び、他の例と異なる。

第4類b(挿図4-34～36)

34総高14.6cm，銅製である。外輪の断面は円

形、四王座の位置に蔓草がつけられ、その間に節

が2箇所ずつ刻まれている。輪頂に塔形を置く。

内輪の断面は不整菱形で、輪頂に短い塔形を置き、

先端は外輪の内縁に接している。柄の断面は円形、

上部は内輪の中に出て、この上に宝珠形光背の仏

形座像が蓮華座に座している。柄の下部は丸棒で、

下端近くに2条の線を刻み、袋穂形になっている。

この中に杖部の木質が残っている。

35総高18.6cm、銅製で、内輪が非常に小さい

錫杖頭である。外輪の断面は不整六角形ををなし、

全体は宝珠形に造られているが、下部に2箇所の

括りが見られる。この括りとその上部2箇所、す

なわち四王座の位置に蔓草がつけられ、一部は輪

の内側に突き出している。輪頂に宝珠形を置く。

内輪は柄の上部の塔形基部と、左右の蕨手形との

間にできた小形の透かしで、前二者と造りが異な

る。蕨手の上縁に碑伝形の塔形を立て、中央と合

わせて3塔が並ぶ。蕨手形の付着部に2条の隆帯

をめぐらし、柄の下部は下に広がる棒状になり、

下端がふくらんで袋穂形になっている。

36総高16.2cm，銅製である。形態は前例35に

類似し、柄の上部に小さい内輪をつける。外輪の

断面は菱形、四王座の節の位圃に蔓草がつけられ、

輪頂に塔形を載せる。内輪は柄の上部と蕨手形の

基部で構成され、下の尖った格狭間形の透かしが

ある。蕨手の上縁に宝瓶形を立てる。蕨手形の付

着部に3条の縛をめぐらし、柄の下部にも3条の

隆帯がある。この断面は円形で、袋穂形になって

いる。

第4類c(挿図4-37)

37内輪が双輪になった形態である。総高13.9

cm，銅製である。外輪の断面は三角形、全体は最

大幅が下がった位置になる心葉形で、四王座に括

りのある金剛牙を配し、輪頂に座をもつ宝珠形を

職せる。内輪は蕨手形が左右に伸びて外輪に接し

た形で双輪になり、付着部をはさんで円形に近い

不整円形を造る。付着部に稜のある環帯の縛をめ

ぐらし、双輪の部項に金剛牙を置く。柄の断面は

上部が円形で塔形に作り、下部が六角形で2箇所

に1条と2条の隆帯をめぐらす。袋穂形である。

以上が男体山頂遺跡出土の錫杖頭37例の要約で

あるが、このあとの資料にも関係する錫杖頭の素

材について、37例の区分を述べておきたい。錫杖

頭の素材は鉄か銅に限られる。鉄製は鍛造である

が、銅製は可塑性に富む鋳造で、銅製品の複雑な

分
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造形は図示の通りである。こうした素材の選択が

どの形態の錫杖頭から行われいるか、ひとつの目

安を第2表で示してみようと思う。

この表により、第1類と第2類には銅製錫杖頭

が全くなく第3類以下に集中し、特に第3類c・

eと第4類bにまとまりがあること、鉄製錫杖頭

は銅製錫杖頭とは逆に第1類・第2類にあり、特

に第3類a。bに形態上の集中がみられることな

ど、かなり際立った相違が認められる。

2日光山輪王蔵錫杖頭(挿図4－38．39）”

輪王寺の伝世品で、男体山頂の出土と考えられ

ている。山頂遺跡出土品と比較すると、腐朽度・

色調・形態などの点が類似しており、山頂出土は

恐らく間違いないものと思われる。

38本例は「鳳首飾り錫杖」とよばれているも

ので、総高17.8cm，銅製である。輪の断面は菱形、

全体は最大径が下がった宝珠形で、四王座に飛雲

形を置くが下の2個は形が崩れている。輪頂には

左右に飛雲形を伴う宝瓶形を城せる。柄の上部は

塔形に造られ、先端は輪の内縁に接している。下
部は不整八角柱で、2箇所に2条一組の隆帯がめ

ぐり、下端が玉縁になっている。袋穂形である。

蕨手形は先端をT字形に伸ばし、ここを鳳の首形

に造っている。遊環が2個付随している。男体山

頂遺跡の出土品には鳳首の蕨手形はないが、四王

座に飛雲形を置き蕨手形を変形させた錫杖頭は存

在する。本例はこの仲間とみなしてよい。

39本例は「雲文飾り錫杖」とよばれているも

ので、総高17.7cm、銅製である。輪の断面は菱形、

全体は最大径が下がった宝珠形で、四王座に金剛

牙を配する。輪頂に宝瓶形を置く。柄の上部は蕨

手形と一体になって心葉形の内輪を構成し、上に

相輪形を置く。柄の下部は円形の棒状で、下端は

隆線を伴う玉縁になり、袋穂形である。蕨手形は

先端が平たく透かしのある雲形になり、上縁に座

をもつ宝珠形を職せる。男体山頂遺跡の出土品に

は雲文の蕨手形はないが、柄と蕨手形によって小

形の内輪を構成する例はあり、本例はこの仲間と

考えてよい。

3剣岳山頂出土錫杖頭（挿図4－40）崎

富山県中新川郡立山町と上市町に跨がる北アル

プス立山連峰の剣岳山頂で、柴崎測避官一行よっ

て発見された遺物である。輪頂と柄の下端がすこ

し欠けている。現存高13.4cm，銅製である。内輪

のある仲間で、外輪の断面は菱形、全体は宝珠形

をなし、四王座と焚天・帝釈天座の6箇所に金剛

牙を配する。内輪は柄の上部の宝瓶形先端と蕨手

形基部を結ぶ心葉形に造られ、上縁の対称位に柄

をつけた宝珠形を置く。蕨手形の反りは大きい。

柄の下部は中央と下端に条線がめぐり、袋穂形で

ある。

4大日岳山頂出土錫杖頭(挿図4－41）画

同じ立山連峰の大日岳山頂で発見された。大日

岳は奥大日岳・中大日岳・大日岳の3山に分かれ、

剣岳同様古い信仰の山であるが、錫杖頭の出土地

点に諸説があって、正確な位置は不分明である。

総高17m、銅製である。輪は円形に近い宝珠形を

なし、輪頂に宝瓶形を立てる。金剛牙は無い。柄

の上部は蓮華座を置いた塔形で、先端は輪内にあ

る。付着部の下に蓮弁を配し、下部は竹管様の節

を刻み、下端は玉縁で、袋穂形になっている。蕨

手形の付着部中央に尖った隆線をめぐらし、蕨手

は反転の形なりに竜首形に造る。竜の角と柄上部

の塔形蓮華座とは接触しており、この間が透かし

になっていて、菱形の小さい双輪が造り出されて

いる。

5那智山出土錫杖頭（挿図4－42），‘

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町にある那智滝正面

手前の参道脇で発見された。経塚遺物と一緒に採

取されたため経塚の伴納品と誤解する向きがある

が、経塚造営の時代よりも遥かに古い時期の遺物

である。総高17.6cm，銅製である。輪は断面が菱

形、全体は円形に近い宝珠形をなし、輪頂に雲形
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台座をもつ塔形を置く。四王座にやや崩れた飛雲

形を配する。柄の断面は円形、上部は相輪をもつ

塔形、下部には2条一組の隆線を3段にめぐらし、

下端が玉縁になる。袋穂形になっている。蕨手形

の付着部に2条の縛を入れ、蕨手の湾曲を巧みに

使って上縁を鳳首に造る。遊環が6個付属してい

る。装飾の構成は輪王寺蔵「鳳首飾り錫杖」によ

く似ている。

6信夫山出土錫杖頭（挿図4－43）,，

福島県福島市の中心部にある地塊の信夫山山頂

部で発見されたもので、火舎・六器・花瓶など一

括遺物のひとつである。総高15cm、銅製である。

輪の断面は菱形、四王座の上2個は退化した飛雲

形、下2個は退化した金剛牙で、輪頂に宝瓶形を

置く◎柄の断面は円形、上部は崩れてはいるが相

輪を持つ塔形で、先端は輪の内縁に接している。

下部は2箇所に2条一組の隆線をめぐらし、下端

は玉縁になっている。袋穂形である。蕨手形はや

や幅広で造りが鋭く、上縁に宝瓶形を置く。直径

の小さい環が2個付随している。

7法隆寺蔵錫杖頭（挿図4－44．45）

2例とも法隆寺に伝世した錫杖頭で、杖部を装

着した錫杖全体が残っている。天平19年（747）

『法隆寺縁起資財帳』に「合錫杖弐枚弥勤仏

分壱枝・長五尺一寸五分観世音菩薩分壱枝」

とあるが、この2例である。

44「弥勅仏分壱枝・長五尺一寸五分」と記録

された錫杖で、錫杖の総高は152.5cm，錫杖頭だ

けの高さ16.4cm、銅製である。輪は円形に近く、

四王座に退化した金剛牙を配し、輪頂に宝瓶形を

置く。柄は上部が塔形、下部が竹管状に造られ、

袋穂形である。蕨手形は付着部に2杖の縛の痕を

残し、蕨手の上縁に内傾した宝瓶形を立てる。奈

良時代の製作が明瞭な錫杖であるが、造りに退化

が認められる。

45「観世音菩薩分壱枝」とある方の錫杖であ

る。錫杖の総高は161.25cm，錫杖頭だけの高さ18.

5cm，銅製である。輪の断面は菱形、全体は円形

に近い宝珠形で蔓草をかたちどる。四王座の位置

に節を置き、葉端が輪の内外に突き出す。輪頂に

宝瓶形を立てる。柄の上部は欠落し、この下が花

弁状に開く。下部は太い竹管状で1箇所に節がみ

られる。蕨手形は花弁状の柄に添って反転するが、

反りは浅い。蕨手の上縁に内傾した宝瓶形を立て

る。前例44に比べて複雑に壮厳ししてあるが、基

本的な構図は同じと考えてよい。

8浄住寺蔵錫杖頭（挿図4－46）西

京都市の浄住寺蔵品で、鑑真和上の将来という

寺伝がある。内輪が双輪になったもので、総高13

qn，銅製である。外輪は円形に近い宝珠形で、内

輪との接点に近い外縁にふたつの金剛牙を配する。

輪頂に宝珠形を置く。柄の上部は細い塔形で、こ

の下の付着部と柄の下部は太くなり、付着部には

2箇所に縛を入れ、同じ形の隆帯が角型の柄の下

部を斜行して下端で水平になる。袋穂形である。

蕨手形は太く、先端が外輪の内縁に接してほぼ円

形の双輪を形成する。双輪の上縁に宝瓶形を立て

る。どの部分も造りが太く、頑丈な造りの錫杖頭

である。遊環が6個付随している。

9中尊寺蔵錫杖頭（挿図4－47）2i

岩手県西磐井郡平泉町にある中尊寺の什物とさ

れている。総高14.6cm、銅製である。輪の断面は

菱形、全体は円形に近い宝珠形で、四王座の上2

個が退化した飛雲形、下2個が低い金剛牙になっ

ている。輪頂に宝珠形を置く。柄の上部の断面は

円形で塔形になり、下部は六角で下に向かって太

くなる。3箇所に2条一組の隆線が入り、袋穂形

である。付着部中央に2条一組の縛を入れ、鈍い

蕨手形が反る。蕨手の上縁に宝瓶形を立てる。

10香取氏蔵錫杖頭（挿図4－48）重

香取秀真氏の個人蔵品で、同氏の著書に載録さ

れている。総高13.7cm、銅製である。輪は断面が

菱形、全体はやや平たい宝珠形をなし、輪頂に宝

瓶形を立てる。四王座の上2個が座をもつ退化し
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た宝珠形、下2個が低い金剛牙になっている。柄

の上部は先端が輪の内縁に接する古式の塔形、下

部が竹管状になり、袋穂形である。蕨手形の反り

は浅く、上縁を削って金剛牙を造りだしている。

11松田氏蔵錫杖頭（挿図4－49）型

松田光氏の個人蔵品で、総高21cm，銅製である。

挿図4－32に示した男体山頂遺跡出土錫杖頭と同

巧の荘厳が著しい作品である。輪の断面は菱形、

全体は最大径が下がった心葉形をなし、輪頂に相

輪を伴う塔形を置く。四王座の上2個に柄をつけ

た塔形、下2個に中央を拒した金剛牙を上下二重

につけ、覚天・帝釈天座に鍵状の柄をつけた塔形

を立てる。柄の上部は光背をもつ如来像で、先端

は輪の内縁に接している。平たく伸びた蕨手形の

上に天部の像を立る･付着部は3条の縛があり、

柄の下部は中央に子持ち紐を、上下には隆帯をめ

ぐらし、下端は玉縁に造る。袋穂形である。

Ⅳ、古式錫杖の形態的系譜と鉄製錫杖

’男体山頂遺跡出土以外の錫杖の分類鋼

以上までで、基礎資料とした4例を加え、総数

53例の錫杖ないし錫杖頭を瞥見してきた。男体山

出土の錫杖頭に37例については、個別の説明の前

に4類の大別と、類の中の細分を示して、この順

序に従い出土した各例の大要を述べた。山頂出土

の37例を除く16例も、おおよそこの分類基準で対

応できると考えるが、その前に、分類に合わせて

山頂出土の37例から模式となるような錫杖頭を選

択し、これを挿図5に示し一覧してみようと思う。

第1類は1と2の2例であるが、2は柄の挿入

部を欠くため1を模式とした。第2類aは3の1

例だけであるo3の説明の項で触れたが、柄の下

部は欠けている。ただし欠落部分の断面が1．2

と同じであり、袋穂形になっている第2類bは4

と5の2例であるが、輪の半分を欠失しているも

のの、5がこの類の特徴をよく示しているために、

これを模式とした。第2類cは6のみ1例の出土

であり、これを模式とした。輪や蕨手形の装着が

全く逆であり、希少な例であるとともに、同例の

発見を期待したい錫杖頭である。

第3類aは7．8．9．10の4例であるが、完

形でありこの類の特徴をよく示している7を模式

とした。第3類bは数が多く、11．12．13．14．

15．16．17．18．19．20の10例に達し、山頂出

土錫杖頭の中では最多の類になる。この中から完

形であり、最も整美な形の11を模式に選んだ。第

3類cには鉄製がなく、21．22．23．24．25．26

の6例全てが銅製である。これは先に表示した通

りで、銅製錫杖頭の出現を考える上でのひとつの

目安になる。この類には完形または完形に近いも

のが多いが、この中から21を模式に選んだ。第3

類dは第3類cの僅かな異形で、27の1例しかな

い。第3類eは28．29．30．31の4例である。輪

の四王座に飛雲形を配する類で、31のみが完形で

あるが、飛雲形が退化し崩れていて、類の特徴を

示す例としては適当でない。柄の上部を欠く欠損

品であるが、28を模式に選んだ。第3類fは荘厳

過剰な類で、これは32の1例しかない。

第4類aは内輪のある類のひとつで、33の鉄製

1例しかない。第4類bは34．35．36の3例で、

どれも完形品であり、かつ優美な錫杖頭であるが、

この中から34を選んで模式とした。第4類cは双

輪の類で、37の1例しかない。

男体山頂出土錫杖頭の分類に準拠し、山頂出土

以外の16例を区分してみたものが挿図6である。

鉄製である第1類と第2類a。b・cに分類され

るものが皆無であることは、まず第一に注意して

おかなければならない。この手の錫杖頭の存在は、

今のところ男体山頂のみに限られている。基本資

料とした4例の錫杖のうち、伝勝道所用の1と正

倉院3の2例は、柄の先端が輪を突き抜けてはお

らず、蕨手形があり、柄が杖部に対し挿入形であ

る点をみて第3類aとした。同じ形態であって柄
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挿図5男体山頂遺跡出土錫杖頭分類図（縮尺不同）
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差異が生じるわけである。16例についても同様な

偏りが認められるかどうか、以下第3表によって

確かめてみよう。

の下部が袋穂形になる第3類bは、16例の中には

ない。銅製錫杖頭として6例が集中していた山頂

出土品と同じく、第3類cには16例中5例の集中

がみられる。この類は柄の下部が袋穂形、輪と蕨

手形に金剛牙を配するもので正倉院4、法隆寺45．

同46、中尊寺47、信夫山43の5例がこれに入る。

第3類dはcに似た形態であるが、輪のほかに蕨

手形にも金剛牙を配するもので、山頂品に1例み

られるが、山頂出土以外の16例の中にはない。

第3類eは蕨手形があり、柄の下部か袋穂形に

なっていることは同じで、輪に飛雲形が配されて

いる。山頂出土品には4例があり、以外の16例中

には3例がみられる。著名な那智山の錫杖頭42は

輪の四王座に飛雲形をつけ、輪王寺38もやはり四

王座に飛雲形を配する。飛雲形をつける38と42が、

ともに鳳首飾りの蕨手形に造られ点は興味深い。

第3類fは荘厳過剰な錫杖頭で、山頂出土品に1

例あり、16例中にも松田氏蔵49の1例がある。両

者とも仏像の持ち物で、実用の錫杖に装着された

錫杖頭ではないように思われる。第4類aは輪が

二重輪になり、柄の下部が挿入形をとる類である

が、山頂出土品に鉄製1例があるのみで、16例中

にはみられない。第4類bは柄の下部が袋穂形に

なるもので、山頂出土品に3例あり、16例中には

4例がみられる。輪王寺39,剣岳40、大日岳41、

正倉院5がそれである。しかし剣岳40は或はつぎ

の双輪の類に入れるのが正しいかもしれないし、

山頂出土品34と内輪が小さい透かしになった35．

36，輪王寺39、大日岳41、正倉院5などは、別の

類に区分するのが適当であるかもしれない。これ

は第4類aが鉄製の1例にすぎないことと関連し

て、詳細に検討してみたい。第4類aは双輪の類

で山頂出土品に1例あり、16例中では浄住寺46が

これに相当する。

錫杖頭は素材の違いにより大きな偏りのあるこ

とが、男体山頂出土品の仕分けで明らかになって

いる。つまり鉄製か銅製かということで、形態に

製
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４
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第
第
第
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第3表

この表でみると、鉄製品は第3類に2例あるだ

けで他には全くなく、銅製品は男体山頂出土品と

同様、第3類c以下に集中がみられ◎素材による

作品の偏よりは、男体山以外の16例の中にも明瞭

に認められるわけである。

2鉄製錫杖の形態的特徴

素材の違いによる分類の結果、男体山頂遺跡の

出土例でもそれ以外の例でも、鉄製錫杖頭は銅製

のものと少々異なる形態をもつことが明瞭になっ

た。一般には鉄製が銅製に先行するとされている

が、鉄製錫杖の中での形態や区分や先後関係に関

する論考はあまりみられない。実際には古代のあ

る時期から銅製の錫杖が盛行し、鉄製品は次第に

用いられなくなった。今日まで残されている錫杖

の大部分は銅製品であって、この中には美術的価

値の高い作品が数多く含まれ、宗教的な解釈や工

芸的な観点からの解説はかなりの数に達している。
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ここではあまり取り上げられていない鉄製錫杖を、

形態上の事柄に限定して様々な角度から検討して

みようと思う。

1）柄に対する輪の接合法

鋳型を使用する銅製錫杖頭であると、輪や柄の

みならず、その他の部分も初めから一体のものと

して造形されるが、鍛造である鉄製錫杖頭は、荘

厳部分は別として、少なくとも輪と柄は別個に製

作して、のちに一体に接合される。輪頂や柄の上

部にみられる塔形宝瓶形などは、輪と柄の相当の

箇所を削って造り出すもので、蕨手形も輪の反転

を造形したものである。基本的には輪の部分と柄

の部分が成型の根幹で、その他は付属と考えてよ

い。輪と柄の接合が、れまでにみてきた23例の鉄

製品ではどのようになっているか、まずこの点か

ら調べてみることにする。

柄の場合は錫杖頭の中心軸であるから、基本的

には1本の鉄棒であって、2本3本が束ねられる

ことはなく、また数本が上下に接合されることも

ない。しかし柄に対して均斉を基本にする輪は、

必ずしも1本の鉄棒を湾曲させたものばかりでは

ない。輪が柄に対して左右別体に造られたもの、

1本の鉄棒を湾曲させたもの、さらには1本の鉄

棒を縦に割って左右に湾曲させたものなど、成型

の仕方はいくつかに分かれる。このうち左右別体

のものと鉄棒を割いたものは、区別のつきにくい

例が多く、分類の上では左右別体と一体の2通り

に分け、さらに各々を完全と不完全に分けてみる。

欠落の多いものと銃着で不確実なものが15．17．

18の3例で、これを除く20例を上記に従って区分

すると第4表のようになる。

左右別体9例

完全別体 3．4

16．20

13

5。6．8．14・

不完全別体

一体

完全一体

11例

勝道・正倉院3．1．2。

7ol2o33

9．10．11．19不完全一体

第4表

これを形態別の分類に従って配分してみると次

のような結果になる。

区分 左右別体
一

全不詩

一体
一一

完全不完全

20

00

00

00

12

32

10

74

完 全完
０
０
０
０
０
１
０
１

不

類
類
ａ
ｂ
ｃ
錘
ｂ
鐸
計

１
２
第
第

錘
熱
合

０
１
２
１
１
３
０
８

第5表

例ということで、この間の相違なり推移なりを検

討する必要がありそうである。輪は柄の先端の方

向から下に向かって逆方向に造作された例が、男

大変ばらつきのある結果であるが、単純な形態

である第1類と第2類の合計6例のうち、輪が一

体に造形されたもの2例、左右別体の輪のもの4
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体山頂遺跡の出土品に僅かながらみられる。図番

号の1と2で、輪は1本の鉄棒を湾曲させてあり、

上端が開いて柄の上部を挟み、下部が柄に対し十

字形に接合されて杖頭部となっている。この手法

が左右別体の輪になると、3．4．5の例にみる

ように、蕨手形の付着部で輪と柄を接合し、上端

が開いて柄を挟む形に変化する。左右別体手法の

輪で特異な形態の例は第2類cの6で、均斉であ

るべき左右の輪が異なった形に造られ、寸法が違っ

ている。この錫杖頭は蕨手形まで逆に巻くが、こ

のことについては別に触れる。

錫杖頭の先端は尖っており、通常はここが塔形・

相輪形・宝瓶形・宝珠形などに造られる。鉄製で

も銅製でも大部分はこの輪頂が輪の一部であり、

輪と一体であるが、小数例に柄の先端が輪の外に

あって、これが錫杖頭の先端部となっている場合

がある。第1類の1．2、第2類aの3，同b類

の4．5，同c類の6例で、いずれも錫杖頭とし

ては単純な形の仲間であり、輪と柄の装着に関し

て細かく触れた例ばかりである。古い形態の特徴

として留意しておきたい。

2）蕨手形の造形と柄の装着法

蕨手形は錫杖頭の構図上の中心部に置かれ、左

右均衡の安定した腕の上に、塔形や宝珠形などの

造形が施されている。稀には蕨手形自体が鳳首や

雲形に造られ、また蕨手が大きく巻いて双輪を造

る例がある。錫杖頭の荘厳には欠かせない部分で、

基本的には円と直線からなる簡単な構図が、中心

に蕨手形を配することにより、視覚の上でも安定

感を与ていえることは間違いない。

鉄製錫杖頭23例のうち明確に蕨手形をつけない

ものは、第1類に区分した男体山頂遺跡の1と2

の2例だけである。同遺跡の15．16の2例は蕨手

形が腐朽し、欠落したものと考えてよく、分類も

この観点で第3類に仕分けた。蕨手形は輪が別体

か同体かにかかわらず、宝珠形をなした湾曲の下

部が均斉に内側へ曲がり、付着部を経て、輪内左

右の空間へ反転して形成される。輪の下端、付着

部、蕨手形は材としては一体のもので、蕨手形だ

けが輪内の柄上部に接合されて形成されたもので

はない。これは錫杖頭の基本部分と荘厳部分を同

体のものとして、一体に造形し鋳造する銅製錫杖

頭でも形としては残されている。第3類cの21,

同27に典型的にみるように、輪の下部の湾曲、付

着部の縛、輪の反転としてのカーブを残す蕨手形

などは、銅製品に先行した鉄製品がなければ造形

できない形である。鉄製品がなく、初めから銅製

品のみが製作されたものであるならば、反転に造

形される蕨手形は不必要であって、音を発する用

具としては別の装飾が案出されたはずである。近

世に至るまで錫杖頭は蕨手形をつけて製作されて

おり、鉄製錫杖頭から始まった造形が、そのまま

長く踏襲されてきている。ある意味では保守性の

強い装飾である。

数は少ないが、銅製錫杖頭の中には蕨手形が変

形して、本来の形を失った例がある。内輪を形成

する山頂出土の第4類b34、双輪を形成する山頂

出土の第4類c37、同じ類の浄住寺蔵46などは、

この形の中から蕨手形の痕跡を見出すのは困難で

あろうし、蕨手形を台のように造形した山頂出土

の第3類e31、竜首に造った大日岳出土の第4類

b41、雲形の装飾が大きい輪王寺蔵第4類b39な

ども、この仲間に入れてよい。

以上の諸例は銅製の錫杖頭に限ったことで、鉄

製錫杖頭にはこのような変形がみられない。素材

の関係で成型加工の点に問題があろうし、男体山

の出土品でいえば、華美や軽薄を嫌う山林修行者

の持ち物としてふさわしい形の錫杖であった、と

もいえる。第2類と第3類に属す鉄製錫杖頭の蕨

手形には変化があって、形が一様でない。銅製錫

杖頭の多くが類似した蕨手形をなすのと好対象で

あるが、鉄製品の変化はさきに述べた銅製品のよ

うな装飾としての変化ではなく、蕨手形としての

定型が成立する以前の、加工技術上の窓意的な形
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と解すのがよいように思う。

具体的に山頂出土のものをみると、蕨手形の長

い例は第2類aの3．第3類aの9．第3類bの

13で、伝勝道錫杖はこの仲間に入り、この中では

最も精美に造形された蕨手形であろう。逆に蕨手

形が短い例は第3類aの7．第3類bの11であろ

う。巻き込みむ形になるのは第2類bの4．第3

類bの19であり、これがさらに強く巻かれると第

2類cの6のような渦巻き形になる。正倉院3の

蕨手形はこの例と同じである。先述のように、6

は蕨手形が逆方向につけられおり、しかも左右の

輪が異なった寸法と形になっている。そのうえ渦

巻状の蕨手形をもつ変わった錫杖頭であるが、製

作上の窓意が生かされていた時代の作品と考えれ

ばよいのではないかと思う。さまざまな形と寸法

の蕨手形が造られている間に、銅製品の錫杖頭が

盛行するようになり、蕨手形に定型に近い形が生

まれてきたものと推測できる。勝道のものはこの

定型に近い形と考えられ、正倉院3は伝勝道錫杖

に先行する形ではないかと考える。柄と輪が接す

る付着部に、隆帯ないし隆線をめぐらして縛とし

た例が、鉄製錫杖頭の中にみられる。付着部の補

強が目的であり、装飾を兼ねたものであったかも

しれない。ただし鋳型で造形する銅錫杖頭には無

用の造作で、これは鉄製錫杖頭の名残であり、完

全な装飾である。縛のある鉄製錫杖頭は第2類b

の5・第2類cの6．第3類bの12の3例で数は

多くない。縛の有無のみで製作の新旧を論ずるこ

とはできないが、正倉院3と伝勝道錫杖にはこれ

がない。後行の銅錫杖頭に装飾としての縛をみる

とき、縛の有無をもう少し深く考える必要がある

かもしれない。

正倉院3や伝勝道錫杖のように、錫杖頭と杖部

が一体になった例は数が極めて限られ、大多数の

錫杖は杖頭と杖部が別体であって、杖頭の下部に

両体を結合させる仕掛が造られている。仕掛は2

通りで、ひとつが錫杖頭の柄を木製の杖の上端に

差しこむように尖らせた挿入形で、他は逆に杖を

差しこむため錫杖頭の下部を袋状に造った袋穂形

である。保管や修理のため杖頭部だけを取りはず

す際には、挿入形より袋穂形が便利であるのはい

うまでもなく、現存する錫杖頭の大部分は袋穂形

になっていて、挿入形の錫杖頭は極めて少ない。

男体山頂の出土品には17例の銅製錫杖頭があるが、

全て袋穂形であって挿入形は1例もない。挿入形

は鉄製錫杖頭に限られる。

挿入形錫杖頭は極めて古い形態の特徴とみなし

てよいが、鉄製錫杖頭がみな挿入形というわけで

はない。形態分類の上でみると次の諸例がこれに

該当する。即ち第1類の1．2、第2類aの3，

第3類aの7．8．9．10、第4類aの33の7例

である。このうち第1類は単純簡潔な形態、第2

類a・第3類aも蕨手形をもつが簡潔な形態のも

ので、形としては二重輪になる第4類aの33が最

も複雑であろう。この点で33の錫杖頭の編年的な

位侭づけが問題になる。

3鉄製錫杖頭の編年的な位侭づけ

いままで何度も触れてきたことであるが、一般

的には鉄製錫杖頭は銅製錫杖頭よりも古いとされ

ている。しかし鉄製錫杖頭の全てが古いわけでは

なく、これは香取秀真氏が指摘する通りであって、

細かい検討が必要である。ここでは対象を本稿で

取り上げた23例の鉄製錫杖頭に限り、この資料の

範囲の中で前後関係を考えてみたい。検討の要素

は、1．柄の先端が輪を突き抜けた形になってい

るかどうか、2．蕨手形をもつかどうか、3．柄

の下端が挿入形であるか袋穂形であるか、という

3点に絞る。

柄の先端が輪を突き抜けた形になっているかど

うか、という点については杖頭部の構造に関連す

ることで、輪と柄の取り付け方をみる必要がある。

Ⅳ－2－1）で「柄に対する輪の接合法」を検討

し、表示によって輪が別体か一体かの区別を明確

にさせ、分類に従って杖頭の形態別の数を示した。
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数の上ではばらつきのある結果になったが、輪が

別体であろうと一体であろうと、柄が輪の外にあ

る突き抜け形は第1類と第2類6例に限られ、第

1類は輪が一体、第2類は輪が別体ときっちり区

別された。第2類はabcに細分されるが、いず

れも蕨手形をもつ仲間であって、蕨手形のない単

純な形の第1類が一体作成の輪をもつことで、両

者の作成上の差異が明確になった。

輪内に蕨手形をもつかどうか、という点につい

てはⅣ－2－2）で検討した。蕨手形は後々の定

型に至るまで造形された錫杖頭の重要部分で、こ

の発生は鉄製錫杖頭の第2類にあるとみなしてよ

い。蕨手形発生の過程でみれば、これを欠く第1

類が第2類に先行することは自明の理であろう。

ただ第2類と第3類a。bの蕨手形は、輪の下部

を湾曲反転させて柄に接合するという技術的な工

夫がなされた時期で、規格性のない恐意の形が中

心となった。この段階での蕨手形では、形の違い

を区分して、その先後関係を論じようするのは少々

無理であろうが、第3類aに区分した伝勝道錫杖

の蕨手形が、後出の銅製錫杖頭のものに類似し、

同じ区分の正倉院3の蕨手形が巻き込みになって

いる点で、正倉院3錫杖が伝勝道錫杖に先行する

とみることもできる。蕨手形には、付着部につけ

られた縛の問題が付随する。本来輪の一部である

蕨手形を、柄に接着固定させるための部品であっ

て、当初は実用のものとして装着された。山頂出

土品の5．6．12の3例にこれが認められ、どれ

も実用の装着である。縛は銅製錫杖頭の段階にな

ると本体とともに鋳造され、実用上は不必要であ

る完全な装飾になる。この点からみると、縛は鉄

製錫杖頭の中でも後出のものといえなくもないが、

事実は柄が輪から突き出た第2類に2例、柄が輪

内にある第3類に1例であって、理屈通りにはな

らない。さしあたり正倉院3と伝勝道の錫杖には、

縛がないことだけを指摘しておき、資料の増加を

待ちたい。

錫杖頭を杖部に装着するため、杖頭の柄の下部

にはこの仕掛けが造られている。杖に差し込む挿

入形と、杖を差し込む袋穂形である。このうち挿

入形の柄は鉄製錫杖頭に限られ、銅製錫杖頭には

1例もない。明らかに挿入形が先行形態であるが、

この形は鉄製錫杖頭23例のうちの8例に過ぎない。

つまり65％は袋穂形であって、挿入形は数の少な

い存在である。挿入形の鉄製錫杖頭は分類でみる

と第1類・第2類a・第3類a・第4類aにわた

り、この中では第3類aに属す4例が最も多い。

単純な形の第1類が挿入形であることで、挿入形

が袋穂形に先行するものと考えてよい。

多少雑駁のきらいはあったが、以上までで資料

の検討を終わらせ、最後に検討した項目を整理し

て、鉄製錫杖頭相互の前後関係を考察してみよう

と思う◎

柄の先端が輪の外にあるものは、後出の銅製錫

杖頭の形を勘案することにより、輪内に止まるも

のより古いとみなすことができる。これに相当す

るのは第1類2例と第2類4例の合計6例で、こ

れ以外の錫杖頭にはみられない。

蕨手形は第1類の2例を除く21例につけられて

いる。これも銅製錫杖頭の形を勘案することによ

り、蕨手形を欠くものは蕨手形をもつものより古

いとみてよい。第1類の1．2がこれに相当する。

縛は鉄製錫杖頭に3例しかなく、先後の関係が不

詳である。

錫杖頭を杖部に装着する仕掛に、挿入形と袋穂

形の2種類がある。挿入形は鉄製錫杖頭に限られ、

資料として取り上げた範囲の銅製錫杖頭には1例

もない。後出の銅製錫杖頭に皆無の仕掛けである

とすると、挿入形自体が錫杖頭全体の中で古い特

徴ということになる。挿入形の鉄製錫杖頭は第1

類・第2類a・第3類a・第4類aにわたるが、

数は23例中8例に過ぎない。ここでも第1類の1．

2が8例の中に入る。

これを通観すると、第1類の1．2の2例は各
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項目のすべてにおいて古い特徴を保持しているこ

とが明白で、鉄製錫杖の年代観の基準である正倉

院3の錫杖や伝勝道錫杖に先行する形態とみなす

ことができる。第1類が他の類とどのような関係

にあるか、第6表によって古い要素を確かめてみ

たい。

分
ａ
ｂ
ｃ
ａ
ｂ
ａ

類
類
類
類

１
２

３
４

区
第
第
第
第

外輪
２
１
２
１
０
０
０

柄 手

０
１
２
１
６
ｍ
０

蕨 入

２
１
０
０
４
０
１

挿 穂

０
０
２
１
０
ｍ
０

袋 体捗
０
０
０
０
２
０
０

頭

第6表

表示の結果は前言の繰り返しになるが、第1類

の古い特徴は、柄が輪の外に突き出すことと、杖

部に対し挿入形の柄であることの2点であって、

そのほかには装飾も荘厳もないことがあげられる。

簡素の一語に尽きる錫杖頭である。

第1類錫杖頭に類似した錫杖は先述の文献にみ

られ、これは前に触れた。この部分を再度述べる

と次のような箇所である。唐の義浄の『南海寄帰

内法伝』巻第四錫杖の割注にある部分で、大意は

西方の錫杖は木製の杖の上端に径3，4寸の鉄輪

をつけ、輪に鉄か銅でできた親指が通るほどの小

さい環を6個ないし8個つける。環は円形か楕円

形で、木製の杖は下端に幅2寸の鉄帯をはめる、

ということである。杖頭は極めて簡素な造りで、

そのまま第1類錫杖頭の説明になる。義浄は7世

紀後半にインドから南海諸国に入り、仏典を携え

て帰国した。著作『南海寄帰内法伝』は則天武后

治世の天授2年（691）に刊行されているo7世

紀末であって、我が国の持統5年に当たる。第1

類の年代をここまで引き上げてよいかどうかは検

討の余地があるが、6世紀中葉の仏教渡来ととも

に錫杖の伝来を説く通説を考慮するならば、義浄

の見聞による錫杖の形は、我が国の古式錫杖を検

討する際の有力な参考になる。第1類錫杖頭の製

作年代は大きな幅で7世紀末から8世紀、正倉院

例・勝道例を勘案するならば、7世紀末から8世

紀前半を想定しても大過ないと考える。

奈良時代の製作が明確な例に、法隆寺の44．45

がある。天平19年（747）の「資財帳」に載せら

れた錫杖であるが、2例とも銅製錫杖であって鉄

製錫杖とは製作法が異なり、各部分の構成がやや

違っている。本稿では形態変化の時期の参考に止

めておく。ここで第2類は措いておき、第3類a

に入れた正倉院3と伝勝道所用の錫杖を検討して

みようと思う。両例は全体が完存した錫杖で、杖

頭も杖部もよく類似している。蕨手形の形から、

正倉院3が伝勝道錫杖に先行するかもしれないと

いう推定を前に述べた。正倉院の蔵品は周知の通

り聖武天皇の遺品や大仏開眼会・王仁会などの調

度品、古文書類で、8世紀半ばに成立した。蔵品

の全てが奈良時代のものでないが、伝勝道錫杖や

分類した鉄製品各例との対比から、正倉院3の鉄

製錫杖はやはりこの頃のものと考えてよさそうで

ある。勝道が日光山で活動した時期は神護景雲元

年（767）から延暦13年（794）頃までで、その後

大同2年（807）に一度男体山に祈雨の登頂を行っ
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半とみておきたい。第4類aは優雅な二重輪をも

つ鉄製品で、柄の下部は挿入形になっている。鉄

製の挿入形である点と、二重輪は後世多用されな

かった点を勘案すると、定型成立前の段階にある

錫杖頭と考えざるをえない。第2類の亜式とみて、

同じ頃の作品としておきたい。

本稿では銅製錫杖頭にほとんど触れなかった。

分類の上で鉄製錫杖頭と交叉する第3類は特に重

要であると考えており、この諸例を基礎に荘厳部

分の比較や組み合わせを取り上げてみたい。鉄製

錫杖頭を含めて再考を予定している。

ているが、これは隣国の上野国から来訪したもの

と考えられる。男体山開山は天応2年（782）で、

これ以降延暦13年頃までが彼の活動の盛期であっ

た。8世紀末、奈良時代末期から平安時代初期に

当たる。伝勝道錫杖は彼所持のものではないにし

ても、鉄製錫杖の序列の中では正倉院3錫杖に接

するものであることは確かであろう。

第2類については第1類・第3類との比較から、

編年的な位置づけを考えてみたい。第2類と第1

類の主な相違点は、輪内に蕨手形があるかどうか

と、柄の下部が挿入形か袋穂形かということであ

る。第2類は全て蕨手形をもつ仲間であって、こ

れに関しては明らかに第1類に後行するものとし

てよい。この類で柄が挿入形になるのはaのみで、

bとcは袋穂形である。第1類との比較ではb・

cが後行になるが、aは第1類と同形である。こ

の時期に柄の袋穂形が造られ第3類の時期、おお

まかには8世紀後半から9世紀初め頃まで続き、

その後挿入形は特殊な例を除いて消滅したもので

あろう。これに拍車を掛けたのが銅製錫杖頭の盛

行であったと思われる。第2類に入る錫杖頭は、

4例とも輪を別体に製作している。この形の輪は

第1類には見られないもので、蕨手形の製作と関

連する事柄と理解される。第1類のように輪を下

から上のあげて柄に接着させると、蕨手形は上か

ら下に向かってさがる第2類cの形にならざるを

えない。輪を別体にしてこのように細工したのが

第2類cであり、製作者の苦心とは別に、この形

の蕨手形は盛行を見ることなく終わった。第2類

全体は、第3類の輪と蕨手形の組み合わせ方式が

成立までの、過渡的な試行段階であったように思

われる。

鉄製錫杖頭は第3類の成立で、宝珠形の輪、反

転する蕨手形、輪頂・柄頂の塔形造形といった1

セットの定型を造り上げ、間もなく銅製品に席を

譲ることになる。第3類成立の時期は恐らく第2

類と並行か、やや送れる程度で、これも8世紀後
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